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論文内容の要旨

本論文は，酢酸ナトリウム三水塩の潜熱蓄熱への応用に関して系統的に研究した結果をまとめたもの

で， 6 章から構成されているO

第 1 章では，本研究の背景ならびに目的と意義を述べ，この分野において本研究の占める位置を明ら

かにしている。

第 2 章では，熱測定の結果をもとに， CH3C02Na. 3 H 2 0 の結晶化挙動の特徴を明らかにしている。

第 3 章では， CH 3C0 2 Na ・ 3 H 2 0 の過冷却現象を克服するために，結晶核生成材の探索を行い， Na4 

P 207' N a 2 W 04' LiF等の添加が有効なことをみいだしている。そして，これらの結品核生成材を添加

した CH3COzNa ・ 3 H 2 0系潜熱蓄熱材(融点: 58
0

C，融解潜熱: 264J /g) は，融解と凝固を繰り返

しても安定して動作することを示している。また，これらの結晶核生成材がつぎのような挙動を示すこ

とを明らかにしている。

(1) Na4P207等の化合物をCH3COzNa ・ 3 HzO に添加しただけでは，結晶核生成材として働かず，あ

らかじめ化合物の表面を CH3COzNa ・ 3 HzO結晶で被覆する必要がある(活性化処理)。

(2) 結品核生成材は一定温度以上の加熱によってその機能を失う(不活性化現象)。

(3) 結晶核生成材の不活性化温度は，活性化条件(結晶核生成材の粒子表面をCH3COzNa ・ 3 HzO結

晶で被覆した後の熟成条件)に依存する。

(4) 結晶核生成材の不活性化温度は， CH 3 C0 2 Na水溶液の濃度に依存する O

このような結晶核生成材の挙動を説明するために， Richardsの提案した吸着モデルをもとにして，固

体・液体界面層の整合一不整合相転移を考慮した修正吸着モデ、ルを提案している。
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第 4 章では，蓄熱と放熱の繰り返しに対する酢酸ナトリウム三水塩系潜熱蓄熱材の蓄熱量の変化につ

いて明らかにしている。そして，蓄熱量の減少に対して，ポリピニルアルコールを用いた蓄熱材の増粘

化が有効なことを示している。

第 5 章では，示差走査熱量計の測定結果をもとにして， CH 3 C0 2 Na ・ 3H 2 0-COCNH 2 )2 及びCH 3 C0 2
Na. 3 H20-HCONH 2 の擬 2 元系状態図を作成している。これから CH 3 C0 2 Na ・ 3 I-I2 0 -CO (NH 2 ) 2 

擬 2 元系では 3 対 2 の質量比のところで共融混合物(融点: 3 1. 5
0

C，融解潜熱: 226 J / g) をっくり，

CH3COzNa ・ 3 HzO-HCONHz擬 2 元系では， 1 対 l のモル比の付加化合物(融点: 40.5
0

C，融解潜熱.

255 J / g) をつくることをみいだしている。これらの系はともに，新しい蓄熱材料として期待できる

ものである。

第 6 章においては，本研究で得られた成果を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，酢酸ナトリウム三水塩の潜熱蓄熱への応用に関して行った研究をまとめたもので，主な成

果を要約すると次の通りである。

まず， 1) 酢酸ナトリウム三水塩を蓄熱に応用するうえで，その結晶化における過冷却現象が妨げに

なることを明らかにしている。 2) Na4P207などの結晶核生成材を添加すると，これを克服出来るこ

とを見出している o 3) この添加系における結晶化挙動を克明に調べた結果に基づき，修正吸着モデル

を立てることによって結晶核生成材の作用を説明している。 4 )さらに，蓄熱材を増粘化することによ

り蓄熱・放熱を再現性よく繰り返せること，および尿素などを酢酸ナトリウム三水塩に添加し擬 2 元系

を作ることによって蓄熱温度を室温付近まで下げうることを見出している。

以上のごとく，本論文では酢酸ナトリウム三水塩を潜熱蓄熱材料として応用する上での問題点を克服

し実用に導くとともに，様々な状態における酢酸ナトリウム三水塩の結晶化挙動に関して新しい多くの

知見を得たもので，無機材料科学およびその利用技術の分野に貢献するところが大きし、。よって，本論

文は博士論文として価値あるものと認める。
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